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はじめに

『デジタル大辞泉』によると，「痩身」とは痩
せたからだのことであり，また美容の目的で痩せ
ることである。痩せたいという気持ちは痩身願望
（Drive for Thinness）と呼ばれており（鈴木， 
２０１７; 馬場・菅原 , ２０００），馬場・菅原（２０００）は，
「自己の体重を減少させたり，体型をスリム化し
ようとする欲求であり，絶食，エステなど様々な
ダイエット行動を動機づける心理的要因」と定義
している。本研究もその定義に従う。現在，若い
女性は痩身願望を抱きやすい傾向にあり，平成２９
年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省）の結果
概要でも，やせ過ぎによる健康問題は若い女性で
深刻であることが指摘されている。そこで，本研
究では若い女子大学生の痩身願望に注目する。

痩身願望は社会・文化的な価値観や基準を反映
している。「痩せた女性が美しい」とする現代の
美意識は日本で浸透している。この美意識は，ア
メリカにおいて１９６０年代頃から急激に広まったと
される（Garner & Garfinke１，１９８０）。その後，
日本においても欧米人の体型や顔を理想とする価
値観が浸透し（諸橋，１９９４），現在ではすでにそ
の価値観に従って行動することが“強迫的な基準”
で求められているという（秋本・諸橋，１９８７）。
女性向け雑誌は，多くのダイエット行動に関する
記事や広告で占められており，ダイエットに関す
る様々な成功事例が紹介されている（諸橋，１９９４）。
記事や広告などを通じて，痩せていなければ幸せ
になれない，痩せれば幸せになれるという価値観
が女性たちに強められている。このような社会的
価値観と自分自身の痩身願望の間には，身近な他

者の存在が媒介していることが示されている（矢
崎，１９９２）。

上述のように，若い女性の痩身願望は社会・文
化的な影響を受ける。痩身願望に関する心理学研
究では，若い女性の個人特性や身近な他者の観点
から社会・文化的な影響について検討されてきた。
馬場・菅原（２０００）では，体型への損得意識に影
響を及ぼすと考えられる個人特性と痩身願望との
関連性を検討した結果，「賞賛獲得欲求」，「女性
役割受容」，「ストレス感」などには正の相関が示
され，「自尊感情」などには負の相関が示された。
また，痩身のメリット感（e.g., 今より痩せられた
ら自分に自信が持てる）は痩身願望に正の影響を
示したが，現体型のデメリット感（e.g., 今の体型
のせいで人に注目されない）と痩身願望の間には
直接の関連は認められなかった（デメリット感は
メリット感に正の影響を与え，間接的に痩身願望
に影響していた）。また，賞賛獲得欲求や女性性
役割はメリット感に正の影響を与え，自尊感情は
デメリット感に負の影響を与えることで，間接的
にメリット感から痩身願望へのパスと関連してい
ることが示された。また，体型への損得意識に影
響を及ぼすと考えられる個人特性の一つである
「身体の不満足感」の影響も示されている。
Ogden（２００３）によると，「身体の不満足感」は
ボディ・イメージの歪みとしての身体不満足感，
理想の体型との不一致としての身体の不満足感，
身体に対するネガティブな反応としての身体の不
満足感の３つの側面を持つとしている。また，鈴
木・伊藤（２００２）は，大学生では身体満足度の低
さが摂食障害傾向得点を高めることを報告してい
る。
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さらに，身近な他者の観点からの検討も行われ
るようになってきた。釜谷・藤島（２０１０）では，
場面想定法を用いて，「一緒にいる他者が自分以
外の女性のスタイルを褒める場面」における痩身
願望の変化について検討した。そして，身近な他
者の言葉が痩身願望へ及ぼす影響について詳細に
検討するために，「血縁関係のある（親）・なし（友
人）」の要因とその人物の「性別の違い（男性・
女性）」の要因を設定し，検討を行なった。実験
の結果，性別の違い要因の有意な主効果はみられ
なかった。血縁関係のある・なし要因の主効果は
有意であり，血縁関係のある父親や母親よりも血
縁関係がない異性の友人や同性の友人の言葉の方
が痩身願望を高めた。さらに，性別×血縁関係の
交互作用効果がみられた。友人の場合は同性の言
葉よりも異性の言葉の方が痩身願望を高めた。ま
た，家族の言葉よりも友人の言葉の方が痩身願望
を高めた。すなわち，異性の友人の言葉が最も痩
身願望を高めることが示された。さらに，恋人が
いるときは，恋人の言葉が最も痩身願望に及ぼす
影響が最も大きいことも示された。

これまでの先行研究（e.g., 馬場・菅原 , ２０００）
では「痩身願望と食行動との関係」や「痩身願望
と自尊感情との関係」などについて様々な検討が
行われた。しかし，その多くは痩身願望と個人特
性の関係に注目して研究されており，他者の影響
を考慮していない。また，他者の影響に注目した
釜谷・藤島（２０１０）の研究では，自分と関係の深
い他者の言葉が痩身願望に影響を与えるかどうか
を調査した。その際に，場面想定法を用いること
で，「自分以外の女性のスタイルを褒める場面」
における痩身願望の変化について検討した。この
ように他者と自分とを比較する場合，他者の「体
型に関する指摘」そのものが痩身願望に影響を与
えるというよりも，「自分より優れた人物と比較
されたこと」が影響を与えている可能性がある。
このような可能性が残されている以上，他者の言
葉が自分の痩身願望に与える影響であることを強
く主張することができない。そのため，本研究で

は他者の「体型に関する指摘」を場面想定するよ
う求めた実験により他者の評価が痩身願望に及ぼ
す影響について検討する。

目　的

本研究の目的は，先行研究（e.g., 馬場・菅原 , 
２０００）の多くで示されている痩身願望と個人特性
の関係に加えて，女子大学生の「痩身願望」と「他
者の評価」の関係について明らかにすることであ
る。この目的のために他者から体型に関する指摘
をされた場面を想定させた実験を行なった。他者
の評価が痩身願望へ及ぼす影響について詳細に検
討するために，一緒にいる他者の性別（同性・異
性）と指摘の有無（指摘あり・指摘なし）を独立
変数とし，痩身願望を従属変数とした。本研究で
は，釜谷・藤島（２０１０）と同様に場面想定法によ
る痩身願望の変動を検討することから，痩身願望
は特性ではなく状態として捉える。

具体的な予測として，一緒にいる他者の性別に
ついては釜谷・藤島（２０１０）と同様に同性に比べ
て異性で痩身願望が高まるとした。また，指摘の
有無が痩身願望に及ぼす影響については，体型に
関する指摘をされた時（指摘あり条件）に，指摘
されない時（指摘なし条件）に比べて痩身願望が
高まると予想した。さらに，他者の性別と会話の
組み合わせにより痩身願望に及ぼす影響が異なる
可能性も考えられる。話さない条件と話す条件の
差は，同性に比べて異性の方が大きいと予想した。
以上のような場面想定による検討に加えて，痩身
願望と身体満足度の間の相関関係についても検討
した。両者には負の相関があると予想される。

尚，本研究では参加者集団の分析方法について
以下の基準を設けた。まず，本調査は釜谷・藤島
（２０１０）と異なり，男性も参加者に含まれていた。
これは，調査に参加したことを報告することで特
定の授業科目の加点となったことから，機会均等
にする必要があったためである。しかし，本研究
の主目的は女性のみの分析であることから，分析
には女性サンプルのみを用いた（ただし男性サン
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プルを含めた分析を削除することは事後に判断）。
また，本研究では「現在，痩せたいと思っていま
す」という質問項目による回答（「はい」，「いいえ」，
「むしろ太りたい」）から特性としての痩身願望
を測定し，痩せたい女性グループ（「はい」と回答）
と，痩せたくない女性グループ（「いいえ」と回答）
に分けて分析を行なった。これは，痩せたくない
女性は，他者の体型に関する指摘が本人の願望と
同方向の変化であるか不明であることから，痩せ
たい女性と同質の心理プロセスを仮定できないた
めである。

方　法

調査参加者　大学生７８名が調査に参加した。
データの削除希望者が９名いたことから，分析に
は６９名のデータを用いた（女性５２名，男性１１名，
未回答は６名　平均年齢２０．４７８歳，SD=１．６９４）。
山形大学人文社会科学部倫理委員会による許諾
（承認番号２０１９- ２）を受けた上で調査を実施した。
要因計画　２要因参加者内計画を用いた。独立

変数は他者の性別（異性，同性）と会話（話さな
い，話す）であり，組み合わせて４つの場面を設
定した（場面１：異性・話さない，場面２：同性・
話さない，場面３：異性・話す，場面４：同性・
話す）。従属変数は痩身願望尺度（馬場・菅原 , 
２０００）であった。また，身体満足度（鈴木・伊藤，
２００２）も測定した。
手続き　調査の実施プログラムは lab.js（Henninger 

et al., in press）で作成した。サーバーにインス
トールした実験プログラムや参加者管理を担うソ
フ ト ウ ェ ア で あ る JATOS（Lange, Kühn, & 
Filevich, ２０１５）上で lab.js で作成したプログラム
を動かし，オンラインで調査を実施した。

調査はフルスクリーンで実施されるよう設定し
た。はじめに調査の事前説明を行った上で，イン
フォームドコンセントを取得した。その後に，年
齢と性別の入力，他者の評価が痩身願望に及ぼす
影響に関する調査（全部で４つの場面），身体満
足度尺度への回答，身長と体重に関する回答と痩

せたいことの確認の順番で調査が行われた。
他者の評価が痩身願望に及ぼす影響に関する調

査では，以下の４つ場面で痩身願望を測定した。
◦ あなたは，異性の友人と一緒に食事に行きま

した（場面１：異性・話さない）。
◦ あなたは，同性の友人と一緒に食事に行きま

した（場面２：同性・話さない）。
◦ あなたは，異性の友人と一緒に食事に行きま

した。あなたは，その友人から「もっと痩せ
た方が良い。」と言われました（場面３：異性・
話す）。

◦ あなたは，同性の友人と一緒に食事に行きま
した。あなたは，その友人から「もっと痩せ
た方が良い。」と言われました（場面４：同性・
話す）。

各設定場面における痩身願望を測定するために，
馬場・菅原（２０００）が作成した痩身願望尺度計１１
項目を使用した。各項目について「あてはまる」
（５点）から「あてはまらない」（１点）まで５
段階による自己評定を求めた。具体的項目は，「体
重が増えるのが怖い」，「もっと痩せたいという思
いで頭がいっぱいだ」，「体重にとらわれている」，
「何が何でも体重を減らしたい」，「もっと痩せて
いたらと悔やむことが多い」，「体力が落ちてもと
にかく痩せたい」，「少しでも早く痩せたい」，「痩
せられると聞けば何でもする」，「自分が痩せるこ
とを考えるとわくわくする」，「体重を量ったとき
に減っているとうれしい」，「今、痩せることに一
番興味がある」という質問項目であった。本研究
では，各参加者につき４つの場面のそれぞれで痩
身願望を測定し，すべての回答を分析対象とした。

次に，身体満足度を測定するために鈴木・伊藤
（２００２）が作成した身体満足度尺度計４項目を使
用した。この尺度は，自己の身体に対する満足度
を測定するための「自分の身体が好き」，「自分の
身体に満足している」という２つの質問項目に加
えて，異性意識を考慮した「自分の身体は異性か
ら見て魅力的だと思う」，「自分の身体にコンプ
レックスがある（逆転項目）」という質問項目で
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構成されていた。各項目について「全くそう思う」
（６点）から「全くそう思わない」（１点）の６
件法の選択肢を設けた。さらに，次の画面では身
長と体重について入力を求める質問が表示された。
尚，身長と体重は BMI を算出するために取得し
た（BMI= 体重 kg ÷（身長 m）２）。身長と体重
の回答は強制ではなかった。同じ画面内で「現在，
痩せたいと思っています」という質問項目に対し，
「はい」，「いいえ」，「むしろ太りたい」という選
択肢を設けた。最後の質問項目は痩身願望がある
参加者を分類するために使用した。

以上のオンライン調査の最後の画面で，調査中
に生じたトラブルやデータ除外の有無を答える質
問画面を表示した。この画面では，１．実施中の
問題の有無，２．データ除外の希望，３．同一の
実験への参加経験，４．学習段階でのメモによる
補助利用の有無について問う４項目から構成され
た。この４項目を含む質問への回答がどのような
ものであってもペナルティはなく，正直に回答す
るよう求める文章を教示した。質問への回答後，
実験を終了した。

結　果

目的に記したように，分析には性別回答で女性
と答えたデータのみを用いた（N=５２）。分析には
HAD（清水，２０１６）を用いた。女性の平均 BMI

は２０．１４１（SD=２．６８６）であった。各場面の痩身
願望尺度の内的整合性を検討するために，信頼性
の分析を行った。「現在，痩せたいと思っています」
という質問項目に対し，「はい」と回答した女性
参加者のデータ（痩せたい女性データ（N=２８）
を用いて算出した結果，場面１ではα=．８８４，場
面２ではα=．８４７，場面３ではα=．９１０，場面４
ではα=．８５４，身体満足度ではα=．８１２という結
果が得られた。痩せたくない女性データ（N=
２０）を用いて算出した結果，場面１ではα=．９２７，
場面２ではα=．９３５，場面３ではα=．９６６，場面
４ではα=．９７１，身体満足度ではα=．８２５という
結果が得られた。尚，「むしろ太りたい」と回答
した女性データ（N= ４）は分析から除外した（以
下の分析でも，同様の基準で痩せたい女性および
痩せたくない女性に分けた分析を行なった）。

痩せたい女性および痩せたくない女性の痩身願
望得点を従属変数とし，異性の友人場面，同性の
友人場面を，話さないか，話すかに分け，平均し
たものを図１に示す。痩せたい女性について２（他
者の性別：異性・同性）×２（指摘の有無：指摘
あり・指摘なし）の２要因参加者内計画の分散分
析を行った結果，指摘の有無要因の主効果は有意
であり，指摘あり条件が指摘なし条件よりも優位
に高かった（F（１,２７）= ２２．２０， p< ．００１）。他者の
性別要因の主効果（F（１,２７）= １．２５, p = ．２７３），
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図1. 想定する場面ごとにみた痩身願望
（痩せたい女性と痩せたくない女性の比較エラーバー標準偏差）
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「指摘の有無×他者の性別」の交互作用（F（１,２７）= 
３．０１, p = ．０９４）は有意ではなかった。痩せたく
ない女性について同様の分散分析を行った結果，
痩せたい女性と同じ結果のパターンであった。す
なわち，指摘の有無要因の主効果は有意であり，
指摘あり条件が指摘なし条件よりも有意に高かっ
た（F（１,１９）= １７．１６, p = ．００１）。他者の性別要因
の主効果（F（１,１９）= ０．８２, p = ．３７７）。「指摘の有
無×他者の性別」の交互作用（F（１,１９）= ０．０９, p = 
．７６７）は有意ではなかった。以上の結果より，痩
せたい女性と痩せたくない女性ともに会話は有意
に痩身願望を増加させることが示された。

痩せたい女性について痩身願望と身体満足度の
間の相関関係について検討した結果，異性・話さ
ない条件の痩身願望と身体満足度（r（２６）= -．４６９, 
p<．０５０），異性・話す条件の痩身願望と身体満足
度（r（２６）= -．４９８, p<．０１０），には有意な負の相
関関係が見られた。同性・話さない条件の痩身願
望と身体満足度（r（２６）= -．１４３, p= ．４６７），同性・
話す条件の痩身願望と身体満足度（r（２６）= -．２０３,  
p = ．３００），異性の会話の効果と身体満足度（r（２６）
= -．０４１, p = ．８３７），同性の会話と身体満足度
（r（２６）= -．０５７, p= ．７７４）には有意な相関関係は
見られなかった。痩せたくない女性について痩身
願望と身体満足度の間の相関関係について検討し
た結果，異性・話さない条件の痩身願望と身体満
足度（r（１８）= -．４４８, p < ．０５０），同性・話さない
条件の痩身願望と身体満足度（r（１８）= -．５４９, p <． 
０５０），には有意な負の相関関係が見られた。同性・
話す条件の痩身願望と身体満足度（r（１８）= -．４１０, 
p = ．０７３），異性の会話の効果と身体満足度（r（１８） 
= ．３８７, p = ．０９２），異性・話す条件の痩身願望と
身体満足度（r（１８）= -．０１１, p=．９６２），同性の会
話効果と身体満足度（r（１８）= -．０２９, p=．９０５）に
は有意な相関関係は見られなかった。

考　察

本研究の目的は，女子大学生の「痩身願望」と
「他者の評価」の関係について明らかにすること

であった。この目的のために他者から体型に関す
る指摘をされた場面を想定させた実験を行なった。
他者の性別と自分の体型に関する指摘（会話）が
痩身願望に影響すると予測した。痩せたい女性お
よび痩せたくない女性で結果の傾向は一致してお
り，指摘なし条件に比べて指摘あり条件では痩身
願望が高かった。他者の性別の効果，指摘の有無
×他者の性別の組み合わせの効果は示されなかっ
た。以上の結果より，指摘の有無が痩身願望に及
ぼす影響については予測と一致したが，他者性別
の効果，指摘の有無と他者の性別の組み合わせの
効果については一致しなかった。すなわち，女子
大学生の「痩身願望」と「他者の評価」の関係に
ついては，性別の違いによらず他者から自分の体
型に関する指摘をされない条件に比べて指摘をさ
れる条件では痩身願望が高くなることが示された。

以下に上述の結果の解釈と先行研究との関係に
ついて論じる。まず，指摘の有無の効果について
は，痩せたい女性，痩せたくない女性のいずれで
も他者から自分の体型に関する指摘をされること
で痩身願望が高くなることが示された。釜谷・藤
島（２０１０）では，同年代の友人や家族など身近な
他者が自分以外の女性のスタイルを褒める場面設
定で，痩身願望への影響について検討した。この
場面設定では，他者は自分の体型を直接指摘する
のではなく，自分以外の女性のスタイルを褒める
ものであった。このように他者と自分とを比較す
る場合，他者の「体型に関する指摘」そのものが
痩身願望に影響を与えるというよりも，「自分よ
り優れた人物と比較されたこと」が影響を与えて
いる可能性があり，他者の指摘が自分の痩身願望
に与える影響であることを強く主張することがで
きない。一方，本研究では他者の「体型に関する
指摘」を場面想定するよう求めた実験により他者
の評価が痩身願望に及ぼす影響について検討した
結果，他者が自分の体型に関する指摘をすること
で痩身願望が高くなることが示された。すなわち，
本研究は身近な他者が体型に対する評価を行うこ
とが痩身願望を高める直接的な証拠を示した。
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次に，本研究では，他者の性別による違いは有
意ではなかった。釜谷・藤島（２０１０）の女子大学
生を対象とした実験では，同性友人よりも異性友
人から指摘される状況において痩身願望が高くな
ることが示された。このように研究間で結果が食
い違った理由として，場面設定の違いが考えられ
る。釜谷・藤島（２０１０）では，自分以外の女性の
スタイルを褒めるという場面設定であった。この
状況では，自分（女性），異性または同性の友人，
自分以外の女性の３人が登場する。生物学的観点
や進化心理学の観点（Cartwright，２００１）から考
えると，異性の友人は配偶の可能性がある相手で
あることから，自分（女性）にとって自分以外の
女性は対立競争する相手とみることが出来る。そ
のため，同性の友人の場合に比べて痩身願望が高
まったのかもしれない。一方で，本研究の痩せた
い女性および痩せたくない女性の痩身願望の結果，
他者の性別による違いは有意ではなかった。本研
究では自分（女性）と異性または同性の友人の２
人が登場する場面であることから，場面内に競争
相手は登場しない。そのため，性別による違いは
影響しなかったのかもしれない。本研究のように
「もっと痩せた方が良い」と直接的に体型を指摘
された場合には，他者の会話がストレッサーとな
ることで自尊感情を低下させた結果，痩身願望を
高めた可能性がある。この点については今後の研
究が必要である。

また，本研究では痩せたい女性，痩せたくない
女性のいずれでも「指摘の有無×他者性別」の交
互作用はなかった。釜谷・藤島（２０１０）で指摘さ
れているように，異性友人は配偶の可能性がある
相手であることから，直接的に体型を指摘された
場合でも同性友人よりも異性友人の方が痩身願望
に及ぼす影響が大きいと予想したが，そのような
結果にはならなかった。体型に関する直接的な指
摘は内容そのものが，ストレッサーとして影響力
が大きいため，指摘した他者の情報（性別）の違
いは考慮されずに，痩身願望を高めたのかもしれ
ない。この点についても今後の検討が必要である。

また，本研究では痩身願望と身体満足度の間の
相関関係についても検討した。痩せたい女子大学
生に限定すると異性といる場面のみ負の相関関係
となること，痩せたくない女子大学生に限定する
と話さない場面のみ負の相関関係となることが示
された。ただし，痩せたい女性，痩せたくない女
性に分けた分析については，データが少なすぎる
可能性もあり，本研究のみでは結論づけることは
できない。痩身願望と身体満足度の間の相関関係
については，より大きなサンプル数での検証が必
要である。

最後に本研究を行う意義についても述べる。現
在，痩せすぎる女性たちや摂食障害などが問題に
なっている。女性たちが痩せることに執着するの
は， 我々の社会が外見に高い価値を置いているた
めだと考えられる。多くの人が他者の過大評価の
ために過度のダイエットをし，不健康となってい
る。不正確なダイエット観は拒食症，過食症など
心身の健康被害を引き起こす。そのため，本研究
は，他者の評価を正しく認識し，良好なダイエッ
ト観を養い，健康的で，正しいダイエットを行う
にはどうすれば良いかについて提案することにつ
ながる。
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Effects of Friends’ Weight-Related Criticisms on Japanese Female 
Undergraduates’ Desire to Lose Weight

 GAO Ping 
 （Graduate School of Creative Studies in Society and Culture）
 OSUGI Takayuki
 （Faculty of Humanities and Social Sciences）

　　Previous studies have discussed the relationship between the desire to lose weight and individual 
differences, such as self-esteem. However, it remains unclear if one’s desire to lose weight is influenced 
by the effects of other people’s negative opinions about one’s body. The present study aims to 
determine if friends’ negative comments about one’s body influence a person’s desire to lose weight. 
Seventy-eight female undergraduate students participated in a survey where they were asked to 
imagine their male and/or female friends pointing out their weight-related physical flaws. The 
participants were then queried on how this would affect their desire to lose weight. An analysis of １１ 
self-rated items by the participants to measure weight loss revealed that they had a greater desire to 
lose weight when they imagined hearing their friends’ negative comments about their body. This study 
also examines the effects of a friend’s gender and weight related criticisms on a participant’s desire to 
lose weight and their body image, respectively.


